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（
担
当
部
会
　
◎
は
部
会
長
）

　
　
（
五
十
音
順
）

　令和８年６月２日（火）、高槻城公園芸術文化劇場　太陽ファルマテックホールにおいて、
令和８年度定時総会が、構成会員数1,429名、特別会員１名の合わせて1,430名中、出席者
117名、委任状及び議決権行使書提出者1,029名により、開催されました。
　隈部英幸理事長の挨拶の後、総会では「令和７年度事業報告について」をはじめ５議案
の他、報告事項２件について、満場の拍手により承認されました。

理
事
長

副
理
事
長

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

監
　
　
事

監
　
　
事

常
務
理
事
兼

事
務
局
長

事
務
局
次
長

事
務
局
職
員
一
同

（
　
　
　
）

（
◎
総
務
）

（
◎
安
全
）

（
　
広
報
）

（
　
広
報
）

（
　
総
務
）

（
　
総
務
）

（
　
安
全
）

（
　
総
務
）

（
　
安
全
）

（
　
事
業
）

（
◎
広
報
）

（
　
事
業
）

（
◎
事
業
）

（
　
総
務
）

（
　
事
業
）

（
　
事
業
）

部
会

総
括

残
暑
お
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舞
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申
し
上
げ
ま
す

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
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ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

　

７
月
は
シ
ル
バ
ー
の
安
全
就
業
強
化

月
間
で
す
。
今
年
度
も
、
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
出
さ
れ
た
場
合
は

屋
外
で
の
除
草
・
剪
定
業
務
の
就
業
を

中
止
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
安
全
就
業
基
準
に
基
づ
き
、

万
全
の
熱
中
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

年
間
を
通
じ
た
安
全
就
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

「
個
人
情
報
と
い
え
ば
、
何
と
な
く

大
切
さ
を
知
り
な
が
ら
も
詳
し
い
内
容

ま
で
は
…
」
と
い
う
会
員
さ
ん
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
次
の
日
程
で
、
分
か
り
や
す

隈
部
　
英
幸

久
保
　
　
仁

有
木
　
武
和

石
谷
　
　
壽

岡
嶋
　
宣
子

尾
崎
　
　
実

川
上
　
洋
一

倉
橋
　
　
寛

薦
田
　
優
子

内
藤
　
裕
子

中
津
留
秀
男

長
縄
　
正
道

中
村
　
泰
彦

西
村
　
勝
男

野
々
村
嘉
市

藤
井
　
靖
之

水
島
　
珠
美

内
方
　
孝
一

山
本
　
正
博

槙
原
　
哲
也

吉
田
　
健
司

●
編
集
後
記
●

　

今
年
も
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
三
陸
沖
や
青
森
な
ど
で
震
度
５

強
を
超
え
る
地
震
が
発
生
し
、
津
波
の
観

測
や
家
屋
損
壊
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
に
は
三
つ
の
台
風
が
次
々
と

日
本
列
島
を
直
撃
し
て
線
状
降
水
帯
が
発

生
し
、
沖
縄
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
警
報

級
の
大
雨
と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
、
道
路

の
冠
水
、
土
砂
崩
れ
等
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
一
度
、
災
害
へ
の
備

え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

時
事
と
し
て
は
野
球
の
W
B
C
、
サ
ッ

カ
ー
の
W
杯
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ

り
２
月
に
行
わ
れ
た
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ペ
ア
の“

り
く

り
ゅ
う
“
こ
と
、
三
浦
璃
来
／
木
原
龍
一

さ
ん
は
、
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
５
位

と
出
遅
れ
な
が
ら
も
翌
日
行
わ
れ
た
フ
リ

ー
の
全
て
の
演
技
で
完
璧
に
着
氷
し
、
歴

代
最
高
得
点
を
上
回
っ
て
大
逆
転
し
、
日

本
ペ
ア
史
上
初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
日
本
中
の
フ
ァ
ン
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

　

さ
て
、
８
月
以
降
も
猛
暑
日
が
多
い
予

報
で
、
熱
中
症
対
策
が
重
要
で
す
。
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
の
補
給
と
涼
し
い
環
境

を
確
保
し
、
危
険
な
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
会
報
編
集
委
員
会

　
　

長
縄　

正
道　
　

岡
嶋　

宣
子　
　

　
　

石
谷　
　

壽　
　

槙
原　

哲
也

く
学
べ
る
市
の
出
前
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
ち
ょ
い
か
じ

り
」
を
卒
業
し
、
知
識
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
知
っ
て
る
つ
も
り
？
　
個
人
情
報
　

　

日
　
時
：
９
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

　

会
　
場
：
セ
ン
タ
ー
一
階　

会
議
室

　
募
集
人
数
：
50
人

　
申
込
方
法
：
８
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

９
月
４
日（
金
）に
電
話
で

　
　
　
　
　

応
募
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　

☎
６
８
１
・
２
７
５
１

◎
歴
史
の
宝
庫
・
た
か
つ
き

　
日
　
時
：
10
月
20
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

　

会
　
場
：
セ
ン
タ
ー
一
階　

会
議
室

　
募
集
人
数
：
50
人

　
申
込
方
法
：
９
月
16
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

10
月
２
日（
金
）に
電
話
で

　
　
　
　
　

応
募（
先
着
順
）

　
　
　
　
　

☎
６
８
１
・
２
７
５
１

　

草
刈
機
械
の
安
全
な
操
作
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
午
前
中
は
座

学
講
習
で
機
械
の
仕
組
み
等
を
学
び
、

午
後
か
ら
は
実
際
の
現
場
で
草
刈
機
械

の
使
い
方
を
実
技
講
習
し
ま
す
。

日　

程
：
９
月
10
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

会
　
場
：
セ
ン
タ
ー
一
階
と
草
刈
会
場

持
参
物
：
筆
記
用
具　

弁
当　

お
茶
等

　
　
　
　

服
装
は
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
動

　
　
　
　

き
や
す
い
恰
好
で

定
　
員
：
10
人

申
込
方
法
：
電
話
で
申
込
み

　
　
　
　

☎
６
８
１
・
２
７
５
１

　

高
槻
城
公
園
内
の
交
通
遊
園
を
使
用

し
て
、
恒
例
の
高
槻
警
察
署
員
に
よ
る

「
交
通
安
全

講
習
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

日
程
等
の

詳
細
は
、
10

月
発
行
の
事

務
局
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
!!

自
転
車
講
習
会

草
刈
機
械
安
全
講
習
会
開
催

新
任

新
任

個
人
情
報
や
歴
史
あ
る
高
槻
に

関
す
る
出
前
講
座
を
実
施
!
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公
益
社
団
法
人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
令
和
８
年
度
定
時
総
会
の

ご
開
催
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
各
般

に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
お
持

ち
の
能
力
や
、
培
わ
れ
た
知
見
・
技
能

を
生
か
し
、
生
き
が
い
・
働
き
が
い
、

そ
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
実

感
で
き
る
場
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
の
密
接
な
連

携
の
も
と
、
す
べ
て
の
世
代
が
健
康
で

い
き
い
き
と
輝
き
、
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
お
力
添
え

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
高
槻
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

高槻市市長

濱 田 剛 史

市
長
挨
拶

市
議
会
議
長
挨
拶
　

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
い
ま

ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
高
槻
市

議
会
議
長
の
岩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
令
和
８
年
度
公
益
社
団
法

人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
40
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
「
自
主
・
自

立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も

と
、
高
齢
者
の
豊
か
な
能
力
を
活
か
し

た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
少

子
高
齢
化
が
進
展
し
、
長
期
的
な
人
口

減
少
の
過
程
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
本

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年
度

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
新
し
く
手
芸
品

販
売
を
独
自
事
業
と
し
て
開
始
し
、
６

月
の
定
時
総
会
会
場
前
で
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
10
月
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

も
販
売
予
定
で
す
。

新
規
独
自
事
業
開
始
! 高槻市議会議長

岩 　 為 俊

市
に
お
き
ま
し
て
も
高
齢
化
率
は
高
い

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
中
、
高
齢
者
の
就
労
促

進
や
生
き
が
い
対
策
の
拠
点
で
あ
る
皆

様
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
す
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様

と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
そ
の
豊
富
な

人
生
経
験
や
卓
越
し
た
知
識
・
技
術
を

地
域
社
会
の
発
展
へ
と
還
元
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
が
健
康
で
、

い
き
い
き
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ

る
街
づ
く
り
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
益

々
の
ご
発
展
と
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
冠
東
一
班
　
山
中
昭
弘

見
守
り
の　

役
目
果
た
し
て　

今
日
安
堵

文
句
な
し　

佐
藤
輝
明　

Ｍ
Ｖ
Ｐ

川
柳

「
声
掛
け
は
　
仲
間
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
綱
」

　

５
月
17
日

（
日
）、
市
主

催
の
美
化
推

進
デ
ー
に
34

名
が
参
加
し
、

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅

北
側
の
清
掃

奉
仕
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
の
理
念
で
あ
る
「
共
働
・

共
助
」
が
背
景
に
あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。
お
互
い
の
声
掛
け
の
大
切
さ
を
認

識
し
、
安
全
就
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
８
〜
10
年
度
の

　
　

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定
!

■□日時：10月29日（木）　10：00～16：00
　　　　　　 30日（金）　10：00～15：00
■□場所：高槻市立生涯学習センター
　　　　１階　展示ホール（高槻市桃園町２-１）

高槻市シルバー人材センター
フェスティバルを開催！

会員の皆様からの作品大募集!!
ピアノ等演奏

できる会員さん

同時募集!！！

応募締切：８月2８日（金）
応募方法：別紙「作品出展・演奏申込書」をご覧のうえ、
　　　　　まずは事務局までお電話ください

美
化
推
進
デ
ー
に

　
　
　
　

参
加
し
ま
し
た
!
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理
事
長
挨
拶

　

本
日
は
、
令
和
８
年
度
公
益
社
団
法

人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
濱
田
剛
史 

高
槻
市
長
様
、
岩
為
俊
高
槻
市
議
会
議

長
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
度
の
会
員
数
等
の

状
況
で
す
が
、
昨
年
度
よ
り
１
２
７
人

増
の
１
，
２
２
３
人
と
な
り
、
又
、
受

注
事
業
収
益
は
、
５
，
３
５
９
万
円
増

の
４
９
，
５
３
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
第
四
次
中
期
計
画
」
の

目
標
を
大
幅
に
上
回
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
、
会
員
の
皆
様
と
手
を

携
え
て
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
構
築

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
こ
で
、
高
槻
市
よ
り
受
託
し
て
い

ま
す
「
見
守
り
付
き
校
庭
開
放
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
学
生
が
、
放
課
後

等
に
、
運
動
場
・
体
育
館
な
ど
で
、
安

心
・
安
全
に
、
自
主
的
に
自
由
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
見
守
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
40
校
で
実
施
さ
れ
る
事
業

で
、
２
４
０
人
以
上
の
会
員
に
従
事
い

た
だ
く
セ
ン
タ
ー
創
設
以
降
最
大
の
事

業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
様
か
ら
は
、
「
今
時
の
子
ど
も

に
は
、
つ
い
て
い
け
な
い
時
も
あ
り
ま

す
が
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
」

と
い
う
嬉
し
い
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
最
優
先

課
題
の
安
全
就
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

昨
年
度
15
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
、
事
故
防
止
に
向
け
た
山

形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
―
の
「
安

全
就
業
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

Ａ
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
」
Ｂ
「
馬

鹿
に
し
な
い
で
」
Ｃ
「
ち
ゃ
ん
と
す

る
」
。
今
一
度
、
初
心
に
返
り
「
安
全

就
業
基
準
」
の
遵
守
を
再
確
認
し
て
、

無
事
故
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
・
ご
家
族
の
皆
様
の“

ご
活
躍
と
ご

健
勝
“
、
そ
し
て
本
日
ご
参
加
の
皆
様

の“

ご
多
幸
“
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理事長

隈 部 英 幸

　

西
村
理
事
の
開
会
の
言
葉
、
隈
部

理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
今
期
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
る
監
事
、
地
域
委

員
の
２
名
の
表
彰
者
を
紹
介
。
続
い

て
、
来
賓
の
高
槻
市
長　

濱
田
剛
史

様
、
高
槻
市
議
会
議
長　

岩
為
俊
様

か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
、
関
係
機
関
か

ら
の
祝
辞
を
披
露
し
た
の
ち
、
久
保

副
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
「
令
和
７
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
２
号

「
令
和
７
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告
に
つ
い
て
」
、
議
案
第

３
号
「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

に
つ
い
て
」
、
議
案
第
４
号
「
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
５
号

「
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
、
報
告

第
１
号
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
」
、
報
告
第
２
号
「
令
和
８

年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
」
が
事
務

局
か
ら
説
明
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
野
々

村
理
事
の
閉
会
の
言
葉
を
も
っ
て
、

定
時
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総

会
会
場
前
に

て
、
独
自
事

業
と
し
て
立

ち
上
げ
た

『
手
芸
品
の

販
売
』
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

定
時
総
会
報
告

　

高
槻
の
天
神
・
古
曽
部
は
由
緒
あ
る

社
寺
や
数
々
の
歴
史
遺
産
に
彩
ら
れ
た

歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
街
で
す
。
今
回

は
千
年
の
時
を
超
え
て
、
今
な
お
息
づ

く
古
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て
当
地
を
巡
り

ま
し
た
。

　

J
R
高
槻
駅
前
よ
り
北
へ
進
み
、
突

き
当
り
の
信
号
を
渡
る
。
正
面
の
緑
に

包
ま
れ
た
石
段
を
上
り
詰
め
る
と
、
「
上

宮
天
満
宮
」
が
厳
か
に
鎮
座
し
て
い
る
。

大
宰
府
の
天
満
宮
に
次
い
で
古
い
歴
史

を
誇
る
。
現
在
の
本
殿
は
、
国
内
で
初

め
て
竹
を
使
っ
て
造
ら
れ
、
そ
の
珍
し

さ
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
参
拝
を

終
え
、
石
段
を
下
り
左
へ
進
む
。
直
ぐ
、

こ
ん
も
り
と
し
た
「
昼
神
車
塚
古
墳
」

を
目
に
す
る
。
足
を
止
め
て
、
案
内
板

の
説
明
に
目
を
通
し
、
古
代
の
息
吹
を

感
じ
た
後
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
あ
る

信
号
を
左
折
。
住
宅
街
の
細
い
道
を
突

き
当
り
ま
で
進
み
右
折
。
ほ
ど
な
く
広

い
交
差
点
に
出
る
。
坂
道
を
3
0
0
m

富
田
十
班　　
竹
中
尚
一

J
R
高
槻
⬇
0,6
㎞
⬇
上
宮
天
満
宮
⬇
0,2
㎞
⬇

昼
神
車
塚
古
墳
⬇
1
㎞
⬇
伊
勢
寺
⬇
0,3
㎞
⬇

乾
性
寺
⬇
0,8
㎞
⬇
日
吉
神
社
⬇
0,2
㎞
⬇
不
老

水
⬇
0,1
㎞
⬇
文
塚
⬇
0,3
㎞
⬇
能
因
法
師
墳
⬇

1,5
㎞
⬇
J
R
高
槻　
　
　
　
　

全
長
５
㎞

　
コ
ー
ス
案
内

ほ
ど
上
が
る
と
「
伊
勢
寺
」
が
あ
る
。

平
安
の
世
に
名
を
馳
せ
た
女
流
歌
人
伊

勢
の
草
庵
跡
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
静
け
さ
の
中
に
優
雅
で
気
品
の

あ
る
趣
を
た
た
え
て
い
る
。
境
内
の
伊

勢
廟
や
古
曽
部
の
歌
碑
、
筆
塚
な
ど
い

ず
れ
も
手
入
れ
さ
れ
た
庭
園
の
緑
と
調

和
し
、
そ
の
景
観
は
、
遥
か
平
安
の
世

へ
誘
う
か
の
よ

う
で
あ
る
。
境

内
を
巡
っ
た
後

は
、
隠
れ
た
紅

梅
の
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ

る
「
乾
性
寺
」

に
足
を
延
ば
す
。

歴
史
の
余
韻
に

浸
り
な
が
ら
、

来
た
道
を
引
き

返
し
、
道
標
に

従
っ
て
し
ば
ら

く
歩
を
進
め
る

古
の
ロ
マ
ン
を

　
　
　
訪
ね
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
紹
介

竹
づ
く
り
の
本
殿 

竹
づ
く
り
の
本
殿 

筆塚筆塚筆塚

乾性寺乾性寺乾性寺

能因法師墳能因法師墳能因法師墳

昼神車塚古墳昼神車塚古墳昼神車塚古墳

伊勢寺伊勢寺伊勢寺

不老水不老水不老水文塚文塚文塚

と
、
地
主
神
社
と
し
て
、
慕
わ
れ
て
い

る
「
日
吉
神
社
」
に
た
ど
り
着
く
。
参

拝
後
、
案
内
板
や
道
標
に
従
い
、
能
因

法
師
が
煎
茶
に
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
る

名
水
「
不
老
水
」
続
い
て
、
和
歌
の
草

稿
を
埋
め
た
と
さ
れ
る
「
文
塚
」
に
立

ち
寄
る
。
か
つ
て
の
雅
の
風
情
が
偲
ば

れ
る
。
最
後
に
「
能
因
法
師
墳
」
を
訪

ね
る
。
伊
勢
の
作
風
を
慕
い
古
曽
部
に

移
り
住
ん
だ
能
因
の
墓
と
伝
わ
る
。
玉

垣
は
崩
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
さ
え
も
歴

史
の
深
み
を
感
じ
さ
せ
、
今
な
お
厳
か

に
墳
墓
を
守
り
続
け
て
い
る
。
悠
久
の

時
が
織
り
な
す
歴
史
の
面
影
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、
心
地
よ
い
充
実
感
と
と
も
に

高
槻
駅
へ
と
帰
路
に
着
く
。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

会場の様子会場の様子会場の様子

表彰状授与表彰状授与表彰状授与受付の様子受付の様子受付の様子

上宮天満宮上宮天満宮上宮天満宮

い　
せ　
じ

け
ん
し
ょ
う
じ

じ
ょ
う

ぐ
う
て
ん
ま
ん
ぐ
う

ひ
る
が
み
く
る
ま
づ
か
こ
ふ
ん

ひ   

よ
し 

じ
ん
じ
ゃ

ふ  

ろ
う 

す
い

の
う
い
ん
ほ
う 

し 

ふ
ん
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K.M.   
●①手芸が好きだから 
●②友達が増えた 
●③明るく楽しいこと

竹中尚一 
●①他の会員から紹介された
●②季節の移り変わり、身近
な景色、自然に目が向く
ようになった 
●③撮影会の写真をおしゃべ
りしながら感想を貰える
こと

小森憲司 
●①同好会発足に携わった 
●②お年寄りから子供まで、
幅広く楽しんでもらえ
て交流できる 
●③気軽に活動できる仲間
がいる

N.O.
●①写真の同好会があると
聞いて 
●②メンバーと気軽に話し
たり、撮影に行けて楽
しい 
●③仲間の皆さんが明るく
親切で、話しやすい

M.K.  
●①手づくり工作が好きで、
楽しそうだった 
●②色んな作品を作れて、そ
れを喜んでもらえること 
●③新しい出会いで視野が広
がり、自分の力を発揮で
きる匿名さん  

●①友人に誘われて 
●②お喋りしながらいろん
な作品が作れる 
●③楽しいお喋りの中で教
えあって制作できる !

安田　博 
●①同好会発足に携わった 
●②長い入院生活で、コン
ペの参加を目標にリハ
ビリを頑張れた 
●③色んな仲間と大自然の
中で一日中会話しつつ
健康維持できる

齋藤光徳 
●①将棋同好会を探していた
ら、センターのＨＰで記
載されていた 
●②同好会のおかげでシニア
ライフを楽しんでいる 
●③入門者向け将棋講習会が
あったり、フェスティバ
ルに参加できること

●❶あなたの同好会に
　入るキッカケは？
●❷同好会に入って
　よかったことは？
●❸ズバリ！同好会の
　魅力は何！

M.N.  
●①これからはパソコン
の時代だと思った 
●②仲間ができた 
●③参加を強制されない
こと

I.H.  
●①入会説明会で見た
同好会のチラシ 
●②デジタル分野での
知識を得られた 
●③固すぎない雰囲気
で意見交換し、知
識を得られる

Y.H. 
●①囲碁の先輩に誘われて 
●②毎週、仲間と交流でき
る楽しみができた 
●③頭の体操にもってこい

匿名さん
●①上達したかった 
●②少人数、個人レ
ッスン！ 
●③少人数であるこ
とが逆に強み

谷口強司 
●①健康づくりと仲間
づくりに有効！ 
●②親しく話し合う機
会ができた 
●③会員との友好関係
ができた

匿名さん
●①友人に誘われて
●②色々な方と知り
　合うことができた
●③自然と共に健康的
になれる

朝比奈修治 
●①ゴルフが大好き！ 
●②同じ趣味の人とプ
レーできる楽しさ 
●③皆さん良い人ばか
りで、毎回楽しく
プレーできる

Y.H. 
●①展示会に出品
　されていた先輩
　の勧めで 
●②仲間との交流 
●③年に一回の展示会に
出品できること

ゴルフ

将　棋

クラフト

虹の会

絵　画

あすなろ

匿名さん  
①デジタル化が進む中で正
しい知識を習得したかっ
た 
②交流しながら知識を学べ、
毎週通うのが楽しみ 
③お互い教えあい、支え合
える温かい仲間の存在

西田貞道 
●①歩くのが好きで毎日
15ｋｍ歩いているこ
とから 
●②同年代との交流で楽
しい時間が過ごせる 
●③同年代の人と繋がれ、
足の運動にもなる

同好会に
きいてみた！

パソコン

宇都憲司  
●①同好会があることを知
った時点で参加決意 
●②対局を重ねるうち、
　勝てる喜びを貰える
　ようになった
●③良き仲間との対局 !

岡嶋宣子 
●①将棋会館ができたこ
の機会を逃さずやる
べきと思った 
●②将棋をした日は頭を
使うからよく眠れる 
●③下手な自分に根気よ
く教えてくれて、皆
で青春してます !

囲　碁

匿名さん 
●①輪の中に入って活動し、
囲碁を覚えたかった 
●②入会のきっかけそのま
んまが叶ったこと 
●③囲碁を覚えられ、仲間
の輪にも入れた !

K.K. 
●①引っ越してきて何かしよ
うと思ったら同好会の写
真が目に留まった 
●②自然に触れられ、体力維
持もできる 
●③皆でお喋りして何事にも
ポジティブに取り組める

ハイキング

Y.M.  
●①同好会発足に携わった 
●②好きなおもちゃ作りが
できる 
●③体験会に参加してくれ
る一般の方とも関われ
ること

匿名さん  
●①手芸教室を探してい
たら、センターに同
好会があった 
●②作品作りで「手」と
「頭」を使えること 
●③作品作りと仲間との
おしゃべり !

前回好評だった

「きいてみた！」シ
リーズ ! 

今回は、同好会の人
たちに

いろいろ聞いてみま
した ! 

西村正彦
●①昔クラブに属しつつ離れていた
写真の同好会があると聞いて
●②メンバーとの勉強会で意見を聞
き、撮影意図などを話すと、学
生時代の気持ちを思い出す 
●③勉強会で撮影意図や撮り方を自
由で和やかに伝えあえる
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理
事
長
挨
拶

　

本
日
は
、
令
和
８
年
度
公
益
社
団
法

人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
濱
田
剛
史 

高
槻
市
長
様
、
岩
為
俊
高
槻
市
議
会
議

長
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
度
の
会
員
数
等
の

状
況
で
す
が
、
昨
年
度
よ
り
１
２
７
人

増
の
１
，
２
２
３
人
と
な
り
、
又
、
受

注
事
業
収
益
は
、
５
，
３
５
９
万
円
増

の
４
９
，
５
３
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
第
四
次
中
期
計
画
」
の

目
標
を
大
幅
に
上
回
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
、
会
員
の
皆
様
と
手
を

携
え
て
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
構
築

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
こ
で
、
高
槻
市
よ
り
受
託
し
て
い

ま
す
「
見
守
り
付
き
校
庭
開
放
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
小
学
生
が
、
放
課
後

等
に
、
運
動
場
・
体
育
館
な
ど
で
、
安

心
・
安
全
に
、
自
主
的
に
自
由
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
見
守
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
40
校
で
実
施
さ
れ
る
事
業

で
、
２
４
０
人
以
上
の
会
員
に
従
事
い

た
だ
く
セ
ン
タ
ー
創
設
以
降
最
大
の
事

業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
様
か
ら
は
、
「
今
時
の
子
ど
も

に
は
、
つ
い
て
い
け
な
い
時
も
あ
り
ま

す
が
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
」

と
い
う
嬉
し
い
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
最
優
先

課
題
の
安
全
就
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

昨
年
度
15
件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
、
事
故
防
止
に
向
け
た
山

形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
―
の
「
安

全
就
業
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

Ａ
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
」
Ｂ
「
馬

鹿
に
し
な
い
で
」
Ｃ
「
ち
ゃ
ん
と
す

る
」
。
今
一
度
、
初
心
に
返
り
「
安
全

就
業
基
準
」
の
遵
守
を
再
確
認
し
て
、

無
事
故
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
・
ご
家
族
の
皆
様
の“

ご
活
躍
と
ご

健
勝
“
、
そ
し
て
本
日
ご
参
加
の
皆
様

の“

ご
多
幸
“
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理事長

隈 部 英 幸

　

西
村
理
事
の
開
会
の
言
葉
、
隈
部

理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
今
期
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
る
監
事
、
地
域
委

員
の
２
名
の
表
彰
者
を
紹
介
。
続
い

て
、
来
賓
の
高
槻
市
長　

濱
田
剛
史

様
、
高
槻
市
議
会
議
長　

岩
為
俊
様

か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
、
関
係
機
関
か

ら
の
祝
辞
を
披
露
し
た
の
ち
、
久
保

副
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
号
「
令
和
７
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
２
号

「
令
和
７
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告
に
つ
い
て
」
、
議
案
第

３
号
「
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

に
つ
い
て
」
、
議
案
第
４
号
「
理
事

の
選
任
に
つ
い
て
」
、
議
案
第
５
号

「
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
」
、
報
告

第
１
号
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て
」
、
報
告
第
２
号
「
令
和
８

年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
」
が
事
務

局
か
ら
説
明
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
野
々

村
理
事
の
閉
会
の
言
葉
を
も
っ
て
、

定
時
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総

会
会
場
前
に

て
、
独
自
事

業
と
し
て
立

ち
上
げ
た

『
手
芸
品
の

販
売
』
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

定
時
総
会
報
告

　

高
槻
の
天
神
・
古
曽
部
は
由
緒
あ
る

社
寺
や
数
々
の
歴
史
遺
産
に
彩
ら
れ
た

歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
街
で
す
。
今
回

は
千
年
の
時
を
超
え
て
、
今
な
お
息
づ

く
古
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て
当
地
を
巡
り

ま
し
た
。

　

J
R
高
槻
駅
前
よ
り
北
へ
進
み
、
突

き
当
り
の
信
号
を
渡
る
。
正
面
の
緑
に

包
ま
れ
た
石
段
を
上
り
詰
め
る
と
、
「
上

宮
天
満
宮
」
が
厳
か
に
鎮
座
し
て
い
る
。

大
宰
府
の
天
満
宮
に
次
い
で
古
い
歴
史

を
誇
る
。
現
在
の
本
殿
は
、
国
内
で
初

め
て
竹
を
使
っ
て
造
ら
れ
、
そ
の
珍
し

さ
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
参
拝
を

終
え
、
石
段
を
下
り
左
へ
進
む
。
直
ぐ
、

こ
ん
も
り
と
し
た
「
昼
神
車
塚
古
墳
」

を
目
に
す
る
。
足
を
止
め
て
、
案
内
板

の
説
明
に
目
を
通
し
、
古
代
の
息
吹
を

感
じ
た
後
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
あ
る

信
号
を
左
折
。
住
宅
街
の
細
い
道
を
突

き
当
り
ま
で
進
み
右
折
。
ほ
ど
な
く
広

い
交
差
点
に
出
る
。
坂
道
を
3
0
0
m

富
田
十
班　　
竹
中
尚
一

J
R
高
槻
⬇
0,6
㎞
⬇
上
宮
天
満
宮
⬇
0,2
㎞
⬇

昼
神
車
塚
古
墳
⬇
1
㎞
⬇
伊
勢
寺
⬇
0,3
㎞
⬇

乾
性
寺
⬇
0,8
㎞
⬇
日
吉
神
社
⬇
0,2
㎞
⬇
不
老

水
⬇
0,1
㎞
⬇
文
塚
⬇
0,3
㎞
⬇
能
因
法
師
墳
⬇

1,5
㎞
⬇
J
R
高
槻　
　
　
　
　

全
長
５
㎞

　
コ
ー
ス
案
内

ほ
ど
上
が
る
と
「
伊
勢
寺
」
が
あ
る
。

平
安
の
世
に
名
を
馳
せ
た
女
流
歌
人
伊

勢
の
草
庵
跡
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
静
け
さ
の
中
に
優
雅
で
気
品
の

あ
る
趣
を
た
た
え
て
い
る
。
境
内
の
伊

勢
廟
や
古
曽
部
の
歌
碑
、
筆
塚
な
ど
い

ず
れ
も
手
入
れ
さ
れ
た
庭
園
の
緑
と
調

和
し
、
そ
の
景
観
は
、
遥
か
平
安
の
世

へ
誘
う
か
の
よ

う
で
あ
る
。
境

内
を
巡
っ
た
後

は
、
隠
れ
た
紅

梅
の
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ

る
「
乾
性
寺
」

に
足
を
延
ば
す
。

歴
史
の
余
韻
に

浸
り
な
が
ら
、

来
た
道
を
引
き

返
し
、
道
標
に

従
っ
て
し
ば
ら

く
歩
を
進
め
る

古
の
ロ
マ
ン
を

　
　
　
訪
ね
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
紹
介

竹
づ
く
り
の
本
殿 

竹
づ
く
り
の
本
殿 

筆塚筆塚筆塚

乾性寺乾性寺乾性寺

能因法師墳能因法師墳能因法師墳

昼神車塚古墳昼神車塚古墳昼神車塚古墳

伊勢寺伊勢寺伊勢寺

不老水不老水不老水文塚文塚文塚

と
、
地
主
神
社
と
し
て
、
慕
わ
れ
て
い

る
「
日
吉
神
社
」
に
た
ど
り
着
く
。
参

拝
後
、
案
内
板
や
道
標
に
従
い
、
能
因

法
師
が
煎
茶
に
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
る

名
水
「
不
老
水
」
続
い
て
、
和
歌
の
草

稿
を
埋
め
た
と
さ
れ
る
「
文
塚
」
に
立

ち
寄
る
。
か
つ
て
の
雅
の
風
情
が
偲
ば

れ
る
。
最
後
に
「
能
因
法
師
墳
」
を
訪

ね
る
。
伊
勢
の
作
風
を
慕
い
古
曽
部
に

移
り
住
ん
だ
能
因
の
墓
と
伝
わ
る
。
玉

垣
は
崩
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
さ
え
も
歴

史
の
深
み
を
感
じ
さ
せ
、
今
な
お
厳
か

に
墳
墓
を
守
り
続
け
て
い
る
。
悠
久
の

時
が
織
り
な
す
歴
史
の
面
影
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
、
心
地
よ
い
充
実
感
と
と
も
に

高
槻
駅
へ
と
帰
路
に
着
く
。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

会場の様子会場の様子会場の様子

表彰状授与表彰状授与表彰状授与受付の様子受付の様子受付の様子

上宮天満宮上宮天満宮上宮天満宮

い　
せ　
じ

け
ん
し
ょ
う
じ

じ
ょ
う

ぐ
う
て
ん
ま
ん
ぐ
う

ひ
る
が
み
く
る
ま
づ
か
こ
ふ
ん

ひ   

よ
し 

じ
ん
じ
ゃ

ふ  

ろ
う 

す
い

の
う
い
ん
ほ
う 

し 

ふ
ん
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公
益
社
団
法
人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
令
和
８
年
度
定
時
総
会
の

ご
開
催
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
各
般

に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
お
持

ち
の
能
力
や
、
培
わ
れ
た
知
見
・
技
能

を
生
か
し
、
生
き
が
い
・
働
き
が
い
、

そ
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
実

感
で
き
る
場
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
、
働
く
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
の
密
接
な
連

携
の
も
と
、
す
べ
て
の
世
代
が
健
康
で

い
き
い
き
と
輝
き
、
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
お
力
添
え

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
高
槻
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

高槻市市長

濱 田 剛 史

市
長
挨
拶

市
議
会
議
長
挨
拶
　

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
い
ま

ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
高
槻
市

議
会
議
長
の
岩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
令
和
８
年
度
公
益
社
団
法

人
高
槻
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
40
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
「
自
主
・
自

立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も

と
、
高
齢
者
の
豊
か
な
能
力
を
活
か
し

た
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
少

子
高
齢
化
が
進
展
し
、
長
期
的
な
人
口

減
少
の
過
程
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
本

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年
度

　

令
和
８
年
度
か
ら
、
新
し
く
手
芸
品

販
売
を
独
自
事
業
と
し
て
開
始
し
、
６

月
の
定
時
総
会
会
場
前
で
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
10
月
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

も
販
売
予
定
で
す
。

新
規
独
自
事
業
開
始
! 高槻市議会議長

岩 　 為 俊

市
に
お
き
ま
し
て
も
高
齢
化
率
は
高
い

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
中
、
高
齢
者
の
就
労
促

進
や
生
き
が
い
対
策
の
拠
点
で
あ
る
皆

様
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
す
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様

と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
そ
の
豊
富
な

人
生
経
験
や
卓
越
し
た
知
識
・
技
術
を

地
域
社
会
の
発
展
へ
と
還
元
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
が
健
康
で
、

い
き
い
き
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ

る
街
づ
く
り
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
益

々
の
ご
発
展
と
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
冠
東
一
班
　
山
中
昭
弘

見
守
り
の　

役
目
果
た
し
て　

今
日
安
堵

文
句
な
し　

佐
藤
輝
明　

Ｍ
Ｖ
Ｐ

川
柳

「
声
掛
け
は
　
仲
間
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
綱
」

　

５
月
17
日

（
日
）、
市
主

催
の
美
化
推

進
デ
ー
に
34

名
が
参
加
し
、

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅

北
側
の
清
掃

奉
仕
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
の
理
念
で
あ
る
「
共
働
・

共
助
」
が
背
景
に
あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

す
。
お
互
い
の
声
掛
け
の
大
切
さ
を
認

識
し
、
安
全
就
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
８
〜
10
年
度
の

　
　

安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定
!

■□日時：10月29日（木）　10：00～16：00
　　　　　　 30日（金）　10：00～15：00
■□場所：高槻市立生涯学習センター
　　　　１階　展示ホール（高槻市桃園町２-１）

高槻市シルバー人材センター
フェスティバルを開催！

会員の皆様からの作品大募集!!
ピアノ等演奏

できる会員さん

同時募集!！！

応募締切：８月2８日（金）
応募方法：別紙「作品出展・演奏申込書」をご覧のうえ、
　　　　　まずは事務局までお電話ください

美
化
推
進
デ
ー
に

　
　
　
　

参
加
し
ま
し
た
!
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（
担
当
部
会
　
◎
は
部
会
長
）

　
　
（
五
十
音
順
）

　令和８年６月２日（火）、高槻城公園芸術文化劇場　太陽ファルマテックホールにおいて、
令和８年度定時総会が、構成会員数1,429名、特別会員１名の合わせて1,430名中、出席者
117名、委任状及び議決権行使書提出者1,029名により、開催されました。
　隈部英幸理事長の挨拶の後、総会では「令和７年度事業報告について」をはじめ５議案
の他、報告事項２件について、満場の拍手により承認されました。
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理
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事

監
　
　
事

常
務
理
事
兼

事
務
局
長

事
務
局
次
長

事
務
局
職
員
一
同
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（
◎
総
務
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◎
安
全
）

（
　
広
報
）

（
　
広
報
）

（
　
総
務
）

（
　
総
務
）

（
　
安
全
）

（
　
総
務
）

（
　
安
全
）

（
　
事
業
）

（
◎
広
報
）

（
　
事
業
）

（
◎
事
業
）

（
　
総
務
）

（
　
事
業
）

（
　
事
業
）

部
会

総
括

残
暑
お
見
舞
い

　
　
申
し
上
げ
ま
す

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

事
務
局
か
ら
の

お

し

ら

せ

　

７
月
は
シ
ル
バ
ー
の
安
全
就
業
強
化

月
間
で
す
。
今
年
度
も
、
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
出
さ
れ
た
場
合
は

屋
外
で
の
除
草
・
剪
定
業
務
の
就
業
を

中
止
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
安
全
就
業
基
準
に
基
づ
き
、

万
全
の
熱
中
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

年
間
を
通
じ
た
安
全
就
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

「
個
人
情
報
と
い
え
ば
、
何
と
な
く

大
切
さ
を
知
り
な
が
ら
も
詳
し
い
内
容

ま
で
は
…
」
と
い
う
会
員
さ
ん
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
次
の
日
程
で
、
分
か
り
や
す

隈
部
　
英
幸

久
保
　
　
仁

有
木
　
武
和

石
谷
　
　
壽

岡
嶋
　
宣
子

尾
崎
　
　
実

川
上
　
洋
一

倉
橋
　
　
寛

薦
田
　
優
子

内
藤
　
裕
子

中
津
留
秀
男

長
縄
　
正
道

中
村
　
泰
彦

西
村
　
勝
男

野
々
村
嘉
市

藤
井
　
靖
之

水
島
　
珠
美

内
方
　
孝
一

山
本
　
正
博

槙
原
　
哲
也

吉
田
　
健
司

●
編
集
後
記
●

　

今
年
も
各
地
で
自
然
災
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
三
陸
沖
や
青
森
な
ど
で
震
度
５

強
を
超
え
る
地
震
が
発
生
し
、
津
波
の
観

測
や
家
屋
損
壊
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
に
は
三
つ
の
台
風
が
次
々
と

日
本
列
島
を
直
撃
し
て
線
状
降
水
帯
が
発

生
し
、
沖
縄
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
警
報

級
の
大
雨
と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
、
道
路

の
冠
水
、
土
砂
崩
れ
等
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
一
度
、
災
害
へ
の
備

え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

時
事
と
し
て
は
野
球
の
W
B
C
、
サ
ッ

カ
ー
の
W
杯
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ

り
２
月
に
行
わ
れ
た
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ペ
ア
の“

り
く

り
ゅ
う
“
こ
と
、
三
浦
璃
来
／
木
原
龍
一

さ
ん
は
、
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
５
位

と
出
遅
れ
な
が
ら
も
翌
日
行
わ
れ
た
フ
リ

ー
の
全
て
の
演
技
で
完
璧
に
着
氷
し
、
歴

代
最
高
得
点
を
上
回
っ
て
大
逆
転
し
、
日

本
ペ
ア
史
上
初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
日
本
中
の
フ
ァ
ン
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

　

さ
て
、
８
月
以
降
も
猛
暑
日
が
多
い
予

報
で
、
熱
中
症
対
策
が
重
要
で
す
。
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
の
補
給
と
涼
し
い
環
境

を
確
保
し
、
危
険
な
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
会
報
編
集
委
員
会

　
　

長
縄　

正
道　
　

岡
嶋　

宣
子　
　

　
　

石
谷　
　

壽　
　

槙
原　

哲
也

く
学
べ
る
市
の
出
前
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
ち
ょ
い
か
じ

り
」
を
卒
業
し
、
知
識
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
知
っ
て
る
つ
も
り
？
　
個
人
情
報
　

　

日
　
時
：
９
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

　

会
　
場
：
セ
ン
タ
ー
一
階　

会
議
室

　
募
集
人
数
：
50
人

　
申
込
方
法
：
８
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

９
月
４
日（
金
）に
電
話
で

　
　
　
　
　

応
募
（
先
着
順
）

　
　
　
　
　

☎
６
８
１
・
２
７
５
１

◎
歴
史
の
宝
庫
・
た
か
つ
き

　
日
　
時
：
10
月
20
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

　

会
　
場
：
セ
ン
タ
ー
一
階　

会
議
室

　
募
集
人
数
：
50
人

　
申
込
方
法
：
９
月
16
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

10
月
２
日（
金
）に
電
話
で

　
　
　
　
　

応
募（
先
着
順
）

　
　
　
　
　

☎
６
８
１
・
２
７
５
１

　

草
刈
機
械
の
安
全
な
操
作
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
午
前
中
は
座

学
講
習
で
機
械
の
仕
組
み
等
を
学
び
、

午
後
か
ら
は
実
際
の
現
場
で
草
刈
機
械

の
使
い
方
を
実
技
講
習
し
ま
す
。

日　

程
：
９
月
10
日（
木
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

会
　
場
：
セ
ン
タ
ー
一
階
と
草
刈
会
場

持
参
物
：
筆
記
用
具　

弁
当　

お
茶
等

　
　
　
　

服
装
は
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
動

　
　
　
　

き
や
す
い
恰
好
で

定
　
員
：
10
人

申
込
方
法
：
電
話
で
申
込
み

　
　
　
　

☎
６
８
１
・
２
７
５
１

　

高
槻
城
公
園
内
の
交
通
遊
園
を
使
用

し
て
、
恒
例
の
高
槻
警
察
署
員
に
よ
る

「
交
通
安
全

講
習
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

日
程
等
の

詳
細
は
、
10

月
発
行
の
事

務
局
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
!!

自
転
車
講
習
会

草
刈
機
械
安
全
講
習
会
開
催

新
任

新
任

個
人
情
報
や
歴
史
あ
る
高
槻
に

関
す
る
出
前
講
座
を
実
施
!
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